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大学入学共通テスト終わる
１月15・１６日に大学入学共通テストが実施され，

本校３年生は名桜大学（沖縄県名護市）の会場で受

験しました。

昨年度に続き，コロ

ナ禍での受験となり

ましたが，生徒たちは

健康管理と感染症対

策を徹底し，移動を

含む４泊５日の受験日程を無事終了しました。

受験後，生徒たちは自己採点の結果を踏まえ，それ

ぞれ希望する国公立大学に出願。２月２５日から各大

学で行われる個別学力検査（前期日程）に備えます。

なお，本校のように県境を越えて大学入学共通テ

ストを受験する離島の高校は全国的にも珍しいことか

ら，受験に向かう本校の様子は，１月１６日放送の日

本テレビ『真相報道バンキシャ！』で紹介されました。

学びを深め，広げる“階段”
本館2階の階段掲示板には「新聞の注目記事」や

「今月のこよみから」などが掲示されています。

毎日掲示を見る生徒の

一人は，「気になった記事は

インターネットなどで調べる

ようにしている」と話します。

掲示を担当する図書補助

の先生は，「興味をもったことがあれば，図書室へどう

ぞ。毎日の新聞や出来事などを本と結び付けてほし

い」と話しています。

また，階段の踊り場では，

1月１１日からの２週間，３

年生の美術選択者が２学

期に制作した作品が展示さ

れました。

指導した美術講師は，

「作者がどんな思いで制作

したのか，作品から自分は

何を感じるかという視点で

鑑賞してほしい」と話していました。

試験会場前で最後の確認を行う本校生と職員

教育論文で優秀賞
学習指導と学習評価に係る本校の取組をまとめた

論文が，『月刊高校教育』などの教育専門誌を出版

する学事出版株式会社が主催する「第19回学事出

版教育文化賞」で優秀賞を受賞しました。

論文のタイトルは，「与論高校はなぜ定期考査と朝

課外をやめたのか―『観点別学習状況の評価』の具

現化を図る学校経営」。単元目

標を明確にした授業実践と学

習評価の工夫・改善によって，

新学習指導要領の理念の具現

化を図る取組を学校経営の視

点から論じたものです。

今回の受賞を励みに，本校は今後も教育活動のよ

り一層の充実を図り，これからの時代に必要とされる

資質・能力の育成に努めていきます。

授業拝見⑧（保健体育） 本校は今年度から定期考査を

廃止し，単元毎に評価を行っています。「授業拝見」では，各

教科の授業や評価の工夫を紹介します。第8回は保健体育です。

２年生の体育の授業。この日の内容は陸上競技・長距離走

の１時間目です。２月10日に予定している校内ロードレー

ス大会に向けて，自己に応じた目標や課題の設定とランニン

グを行いました。

授業の冒頭，授業者は長距離走における日本のトップ選手

が走っている場面を映像で見せ，その特徴を生徒に問います。

「かかとをついていない」，

「はずんでいる」，「空中の

時間が長い」などの回答を

基に，長距離をリズムよく

一定のペースで走るための

ポイントを理解させます。

生徒一人一人が自分の目

標に応じたペース等を確認

し設定した後は，授業者が

ペースメーカーとなって，

グラウンドを15分間走り

ました。

授業後，生徒たちは，「映

像で見ると走り方のポイントがよく分かった」，「ロードレー

ス大会で自分の目標を達成したい」と語ってくれました。

授業者は，この単元を９時間で構成。単元の中間と最後に

生徒が行う振り返り（自己評価等）と校内ロードレース大会

の目標達成状況を併せて，この単元を評価する予定です。
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校長講話から 人口減少社会と「地方消滅」論／きみはどんな未来をつくりたいか（令和３年12月24日 ２学期終業式）

おはようございます。１年生は先月，与論町立小中学校
のあり方検討委員会委員長との座談会を行いました。２
年生と３年生は１月に実施する予定ですが，この委員会
は，町内に三つある小学校施設の老朽化が進む中，その
運営や児童の学習環境など今後数十年を見据えた学
校のあり方について，町民に広く情報を共有し意見を集
め，町長への提言をまとめることを目的としています。
地域の学校がどうあるべきかという問題は，長期的な

視点で考える必要があります。あと15年もしないうちにみ
なさんと同世代の人たちは，自分の子どもが小学校に通
う年代になります。自分の子どもにどんな教育を受けさせ
たいか。どんな学校なら通わせたいか。未来の保護者と
なるみなさんも自分事として考えることが大切です。
ところで，地域の学校の存続に係る問題は与論町に限
らず，他の自治体でも同様に議論されていますが，この背
景には「人口減少社会の到来」があります。
戦後，増え続けてきた日本の人口は，2008年をピーク
に減少に転じ，本格的な人口減少社会に突入していま
す。内閣府の『高齢社会白書（2020年版）』によると，2055
年には１億人を下回ると予測されています。
人口が増え続けていた時代にも，地方には「過疎化」

か そ

という現象がありました。その地域の人口が減って，行政
サービスが維持できなくなるなどの問題が起きました。日
本全体の人口が急減する局面に入ったらどういうことに
なるのか。実は，今を生きる日本人は誰一人，人口が持
続的に減少していく時代を生きた経験がありません。
この未曾有の問題について，有識者で構成される民

間研究機関の日本創成会議は，日本の自治体が将来ど
れくらい存続できるのかという可能性を探り，2014年に
レポートをまとめています。レポートでは，生まれる子ども
の95％が20～39歳の女性の出産によるという事実を
踏まえ，「20～39歳の『若年女性人口』が減少し続ける
限り，人口の『再生産力』は低下し続け，総人口の減少に
歯止めがかからない」と論じています。
その上で，2040年までに若年女性人口の減少率が５
割を超える都市は消滅可能性があるとされ，その数は全
国で896市区町村にのぼるとしています。
鹿児島県で若年女性人口の減少率が最も高い市町

村は与論町です（減少率－72.9％）。日本創成会議の推計
によると，2040年の与論町の総人口は3,168人，若年
女性人口は108人とされています。
全国の人口推計データを見ると，消滅可能性都市は

現在でも過疎に直面する地方に多くみられますが，東京
都の豊島区も選ばれています。つまり，都市部でも他人
事ではないということです。もちろん，このレポートはあくま
でも予測に過ぎません。たとえ厳しい未来予測であって
も，適度な緊張感を保ち，しっかりと希望をもって，これか
ら丁寧かつ慎重に検討し，対応していけば，取組が成果
を上げるかもしれません。
でも，予測が当たるか，当たらないかより，もっと大切な

ことは，これからを生きるみなさんが，どんな社会や与論
島をつくっていきたいのかということです。こう言うと，「社
会をつくるなんてとても…」と思う人もいるかもしれませ
ん。10月の教育講演会講師の大岩根さんの話にもあっ
たように，地球温暖化を逆転させることやSDGsの実現
も，最終的には一人一人の意識や価値観の転換にかか
っています。これからの人口減少社会では，一人一人の
暮らしや生き方が，社会のあり方そのものを形づくるのだ
という感覚を積極的にもつことが大切です。
では，与論町の人口減少を逆転させるにはどうすれば
よいのか。社会の変化は激しく，様々な事象が複雑に絡
み合っているので，一つの方策で解決できるほど単純な
問題ではありません。しかし，地域の様々な課題を探究し
続けることが，解決の糸口の発見につながるのだと私は
確信しています。
先日の総合的な探究の時間に，与論十五夜踊りなど

伝統文化を守ることについて発表した１年生グループに，
地域の方から「あなたはなぜ，与論の伝統文化を守るこ
とが大切だと思うのか」という質問がありました。生徒の
回答は「昔から続いてきたものだから」という主旨でした。
これも立派な答えだと思います。私ならその質問にどう答
えるか考えてみました。人口減少問題は言い換えると，
「次の世代にいかに地域の継承がなされるか」という問
題です。それは「人口の移動」か「出生」によって解消す
るしかありません。そのためには，若者が一度は地域を離
れてもやがて自分の意志で帰ってくることや，その地域に
魅力を感じた人が移住してくることが必要です。地域に
次の世代へ継承する文化があり，それを守りたいと真剣
に考える若者がいる限り，その人に共感して一緒に行動
を起こす人は必ず現れるだろうし，島外にいても「関係人
口」として応援してくれる人は必ずいると思うのです。そう
考えると，先ほどの質問に対しては，「伝統文化を守るこ
とは，与論島の未来につながるから」という回答も導ける
のではないかと思います。
また，１年生の別のグループは，人口減少問題の対策

の一つに，19～25歳の人たちが島外から与論島の魅力
をアピールすることを提案していました。シンプルだけどと
てもいいアイディアだと思いました。卒業後，進学や就職
で島外に出た後も，故郷を大切に思い，魅力を発信した
り，共有したりすることは，新たな人の流れを生み出すこと
にもつながります。
自治体にとって消滅可能性の予測は「危機」ですが，

「危機」は社会を変える原動力になります。自分の足下を
掘り下げ，人々が関わり，みなで知恵を出し合えば解決
の糸口は必ず見えてきます。「自分はどんな未来をつくっ
ていくのか」，「どんな与論島をつくっていくのか」というこ
とに思いを巡らせながら，新しい年を迎えてください。□
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